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 はじめまして，鹿児島 

はじめてお目にかかります。イギリスのマンチェスターから参りましたウェルチュと申し

ます。今年の 6月にイギリスのリーズ大学を卒業し，今年の 8月から，鹿児島県の国際交流

員として働き始めました。 

ご存知かもしれませんが，2018年に鹿児島県は，ロンドン・カム 

デン区及びマンチェスター市との間で友好協定を締結しています。 

さかのぼれば，江戸時代に，いちき串木野市の羽島から 3名の使節 

員・１５名の留学生・１名の通訳がイギリスに渡航。その頃，紡績業が 

とても盛んだったマンチェスターに使節員と通訳が赴き，木綿紡績機械 

一式を買い付け，その取扱い法を教えてくれる技術者の派遣を要請した 

そうです。帰国後，薩摩藩が日本初の本格的な紡績工場である「鹿児島 

紡績所」を立ち上げ，当時の日本における紡績業の繁栄の基盤を作った 

と言われています。 

せっかく鹿児島県の国際交流員として採用していただいたので，現在のマンチェスターと

鹿児島のこのような関係性を再確認し，次世代に歴史的な友好の事実を広めるために尽力し

たいと思っております。 

 

ところで，マンチェスター人のシンボルは，昆虫の「ハチ」です。その理由は，マンチェス

ター人は情熱的で，市民は一丸となって働き蜂のように，マンチェスターを盛り上げようとし

ているという気持ちが込められているからなのです。その点，日本人は似ていると思います。

イギリス人から見ると日本人は大変働き者ですし，マンチェスターと鹿児島には，そんな共通

点があるからこそ，強い関係が作れるのではないでしょうか。 

さて，鹿児島に住んでいる間，色々な場所に行ってみたいと考えています。実は鹿児島は初

めてですが，九州に住むことは初めてではありません。以前，一年間福岡大学に留学し，日本

語や日本の文化について学びました。福岡滞在中にレンタカーで北九州の地方都市や長崎の

綺麗な海等を訪れるうちに，次第に日本が好きになってきました。これまでに長野・倉敷・札

幌等，日本各地を訪れましたが，なぜか鹿児島などの南九州地方には行ったことがありません

でした。そんな私が，この鹿児島県の国際交流員という仕事に就いたのも，一つの大きな運命

だったのだと思われてなりません。 

何事も初めての経験ですから，失敗もあるでしょうが， 

このような美しい自然に囲まれた鹿児島県に住むことが

でき，感謝しています。 

 

これからは鹿児島を第二のふるさととして応援してい

きます。 

皆さんにお会いするのを楽しみにしております。 

 

どうぞよろしくお願いいたします！ 

 

 

 

 

卒業式の１枚 

マンチェスター近郊のチェシャー区の風景 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

【日時】１ ０ 月１ ３ 日（日）13：30～15：00 

【場所】鹿児島県民交流センター 中研修室 第一 

【定員】３ ０ 名（要予約・先着順） 

【申込方法】お名前・ご連絡先を明記の上，下記メールアドレスか 

Ｆ Ａ Ｘまたはお電話にてお申し込みください。 

【お申込み・お問い合わせ】 

TEL 099-221-6620  FAX 099-221-6643  Email kia5@kiaweb.or.jp 

公益財団法人 鹿児島県国際交流協会 担当：福永 

 

ネパールおすすめの旅 

交流サロンでは，海外の雑誌や新聞， 

留学やワーキングホリデー関連の書籍， 

各種言語の辞書，「地球の歩き方」など 

旅行関連の書籍，この他，指さし会話帳， 

英語絵本などを取り揃えており，自由に 

閲覧できますので，ご利用ください。  

※図書の貸し出しは行っておりません。 

（利用可能日 / 時間） 

火曜日～日曜日 ・ ９：００～17：00 

 

国際交流プラザのご案内 


